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2



新年を迎えて

　新年あけましておめでとうございます。
　組合員の皆様におかれましては、令和６年の新春を
穏やかに迎えられたことと、心よりお慶び申し上げま
す。また日々の営農と併せ、地域農業の振興や農協事
業の発展に向け、日頃より多大なるご尽力、ご協力い
ただいていることに、改めて敬意と感謝を申し上げま
す。
　本年は、干支でいうと「甲辰」（きのえたつ）とい
う年であり、「万物が振動し、活力旺盛になって大き
く成長し、形がととのう年」「困難を乗り越え飛躍す
る年」といわれています。また、龍は古代中国では水
や雨をつかさどる竜神ともいわれ、五穀豊穣にも深く
かかわる干支でもありますので、今年一年天候に恵ま
れ、皆様の努力が報われる年となることを心より願う
ものであります。
　さて、昨年の本町農業を振り返りますと、春耕期よ
り天候に恵まれ農作業は順調に進みました。４月、５
月と干ばつ気味の天候のなか、５月の下旬に適度な雨
も降ったことから発芽も良く順調なスタートとなりま
した。その後６月から７月にかけても好天が続き、小
麦は一時細麦の心配もされましたが、平年より一週間
ほど早く収穫も始まり、反収11.3俵、全量１等Ａラン
クと、幸先の良い収穫スタートとなりました。しかし、
お盆を境として周期的な降雨により高温多湿な気候と
なり、馬鈴薯、てん菜においては、低ライマン価、低
糖分となり、特にてん菜は褐斑病の蔓延から過去に例
がない低糖分となり、残念な結果になりました。豆類
においては、菜豆類、小豆は収量、品質の低下がみら
れるなか、大豆は過去最高の収量を記録しましたが、
茎の水分が抜けず収穫に大変苦労した年となりました。
野菜類においては、一部作物で高温障害から収量の低
下も見られましたが、ごぼう、長芋などは収量、品質
とも良い結果となりました。このような作況を受け、
耕種部門の粗生産額は268億となり過去最高となりま
した。しかしながら、経営の中身を見てみると、肥料、
農薬、段ボールなど生産資材の高騰から、支出の増加
も見られ、豊作の実感がある年ではなかったのかなと
考えております。
　また生乳については、一昨年より生産調整にあるな
か、夏場の高温多湿の影響を受け、全道的に乳量が低
下したためバター、生クリームがひっ迫し、急遽増産
の声が上がりましたが、乳牛のダメージも大きいなか
目標数量までの到達には困難な状況となっています。
牛肉については、コロナ禍以来の消費の低迷から、回

代表理事組合長　廣江　英幸
芽室町農業協同組合

復にはいまだ至っていない状況で、畜種部門の粗生産
額は95億３千万円となりました。
　このようななかで耕種・畜種合わせた芽室町の農業
粗生産額は363億となり、第９次の５カ年計画では、
安定した粗生産額（348億円）を目指していましたが、
初年度から目標を上回ることができました。これもひ
とえに組合員皆様の、土づくりに向けたたゆまぬ努力
と研鑽のたまものと、感謝を申し上げるしだいであり
ます。
　農業を取り巻く情勢は、相次ぐ軍事侵攻の勃発、急
激な円安の進行により飼料、肥料、生産資材が高止ま
りし、経営に大きな影響を与えています。国内では新
型コロナウイルス感染症が昨年５月より５類に移行し、
国民の生活はコロナ禍以前の日常を取り戻しつつあり
ますが、各農畜産物の消費は未だ回復には至っており
ません。このようななか、経営の安定を図るためには、
土壌診断による肥料の見直し、また経営分析システム
の活用により経営相談の充実を図っていきたいと考え
ています。異常気象が常態化するなか、過去の経験に
とらわれず、個々の経営を足元から見直し、足腰の強
い経営を目指していただきたいと思います。
　また酪農情勢では、疲弊した生産基盤の回復が急務
であるとのことから、令和６年全道生乳生産目標数量
が、令和５年対比101％の403万 t となりました。生産
調整が長らく続き酪農の現場では閉塞感がありました
が、一縷の光が見えてきたように思います。昨年は乳
価も、飲用・加工用とも期中改定がなされております
ので、なんとかこの苦境を乗り切り、今年を体力回復
の年にしていただきたいと思います。
　本年は第９次５カ年計画の２年目となりますが、重
点目標の「農産物の販売強化」「労働支援体制の拡充」
「良質粗飼料の安定生産」「多様な意見の事業運営への
反映」の実現に向け取り組んでまいります。特に本年
は懇談会、総代会で提案させていただいた通り、ＪＡ
運営に多様な意見を反映するため、女性役員の登用を
進めてまいります。組合員の皆様には役員の選出にご
理解とご協力をいただき、女性役員が継続して経営参
加できるようご支援を賜りたいと思います。
　結びになりますが、「協同一致」の理念のもと組合
員の経営と生活を守り、よりよい地域社会の実現を目
指して事業推進してまいりますので、組合員の皆様の
ご協力を改めてお願いいたしますとともに、今年一年
笑顔で豊穣の秋を迎えられることをご祈念申し上げ、
年頭の挨拶とさせていただきます。
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　青年部の皆様、並びに組合員の皆様に謹んで新年
のお慶びを申し上げます。また、日頃より青年部事
業に対しまして、ご家族、関係者の皆様にはご理解
とご指導、ご協力をいただいておりますこと、心よ
りお礼申し上げます。
　さて、昨年の芽室町農業を振り返りますと、例年
にない猛暑の影響を受け馬鈴薯の低ライマン価、豆
類の品質低下、てん菜の糖分低下、そ菜類の生育不
調など天候の影響を大きく受けたほ場が多く見られ
ました。
　また、農業情勢につきましては、新型コロナウイ
ルス流行前の日常生活に戻りつつあり、農畜産物の
需要は回復傾向にありますが、生乳の生産抑制やて
ん菜をめぐる情勢など、生産現場は依然として不安
を抱えています。加えて、為替の円安や世界情勢の
混乱による飼料、資材、燃料の価格高騰が農業生産
に大きな影響を与えています。
　このような状況だからこそ、日本の食を担う生産

　女性部の皆様、並びに組合員の皆様に謹んで新年
のお慶びを申し上げます。
　皆様におかれましては、令和６年の幕開けを健や
かに迎えられたことと思います。
　日頃より女性部活動に対しまして、組合員の皆様、
ご家族、役職員の方々のご理解とご協力をいただき
厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年の芽室農業を振り返りますと、平年よ
り気温が高く推移し、十勝管内では初の熱中症警戒
アラートが発表されるほどの猛暑に見舞われ、作物
の葉が焼けるなどの被害が発生、畜産では家畜の体
調不良や生乳生産量減少の影響を受けました。その
中で小麦をはじめ順調に収穫作業も進み、どの作物
も無事に実りの秋を迎えられたことに心から嬉しく
思います。
　農業を取り巻く環境は、依然として厳しく異常気
象に悩まされ、更には肥料、農業資材、電気代、食
料品などの値上げにより安定した農業経営・生活が

者として高い志を持ち、安心・安全な農畜産物を作
っていくとともに、食の大切さや農業の価値をしっ
かりと消費者へ伝えていかなければならないと考え
ております。不安定な農業情勢ではありますが、確
かな情報を自分自身で見極め、柔軟な発想や高い志
と力強い行動力で現状を乗り越えることが、明るい
農業の未来へ繋がっていくと信じております。私た
ち青年部も、新型コロナウイルスを経験してきた中
で柔軟な発想や広い視野を持ち時代に合った活動を
おこなうとともに、さらなる結束力を高めどんな困
難にも立ち向かえる力強い組織づくりを目指し、明
るい農業の未来へ向かって活動していかなければな
らないと考えております。
　今後とも青年部活動に対し、より一層のご理解と
ご協力を賜りますとともに、組合員の皆様をはじめ、
ＪＡ並びに各関係機関のご指導を重ねてお願い申し
上げます。
　本年も組合員並びにご家族の皆様が益々ご健勝で
ありますとともに、天候に恵まれ、昨年以上の豊穣
の出来秋を迎えられますことをご祈念申し上げまし
て、新年のご挨拶とさせていただきます。

難しくなってきており、私たち女性は家計を守るも
のとして試行錯誤しております。このような厳しい
生活環境の中、私たち女性部は命を育む食と農業の
大切さを沢山の方に伝え、農業の重要性を皆様に発
信していきたいと思います。
　女性部上半期事業におきましては、長かったコロ
ナの時代が過ぎ去り、ようやく明るい日常を取り戻
すことができ、女性部活動を再開し皆様の積極的な
参加、ご協力のもと無事に終えることができました
ことに感謝いたします。今後も部員相互の交流を深
める活動と参加・参画を目指した組織づくりに役員
一同、心をひとつにして取り組んでまいります。組
合員の皆様、ＪＡ並びに各関係機関の皆様のご指導
を重ねてお願い申し上げます。
　本年も組合員並びに、ご家族の皆様が益々ご健勝
でありますと共に、豊穣の出来秋を迎えられますこ
とをご祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたし
ます。

新年を迎えて
� ＪＡめむろ　青年部部長�　中　村　佳　貴

新年を迎えて
� ＪＡめむろ　女性部部長�　小　林　真奈美
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謹賀新年謹賀新年 本年も良い年でありますよう、
心からお祈り申し上げます。

会 長 理 事 宇　野　克　彦

代表理事組合長 廣　江　英　幸

代 表 理 事 専 務 道　場　琢　也

理 事 森　浦　英　樹

〃 舟　渡　秀　博

〃 平　井　裕　文

〃 山　上　克　己

〃 鈴　木　　　進

〃 児　玉　　　渉

〃 堀　井　和　宏

〃 野　澤　　　亮

〃 村　瀬　雅　道

代 表 監 事 谷　口　恵　一

監 事 大　野　泰　裕

〃 古　田　　　聡

常 勤 監 事 島　垣　正　興

他 職 員 一 同

芽室町小麦生産集団協議会 会 　 長 児　玉　康　博
芽室町小麦採種組合 組 合 長 棚 瀬 陽 一
芽室町種馬鈴薯生産組合 組 合 長 松　本　寿　一
芽室町加工馬鈴しょ生産組合 組 合 長 大　谷　寿　仁
芽室町北海コガネ生産組合 組 合 長 本　田　貴　洋
芽室町食用馬鈴しょ生産組合 組 合 長 福　田　裕　幸
芽室町澱原馬鈴しょ生産対策協議会 会 　 長 藤　澤　哲　也
芽室町玉葱生産組合 組 合 長 棚　田　英　和
芽室町ごぼう生産組合 組 合 長 太　田　　　貢
芽室町長芋生産組合 組 合 長 小　山　　　勉
芽室町南瓜生産組合 組 合 長 伊　藤　雅　一
芽室町百合根生産組合 組 合 長 黒　田　繁　樹
芽室町野菜出荷組合 組 合 長 村　中　祐　也
芽室町野菜苗生産組合 組 合 長 滑　川　　　弘
芽室町枝豆生産組合 組 合 長 棚　瀬　陽　一
芽室町枝豆ハーベスター協議会 会 　 長 棚　瀬　陽　一
芽室きのこ会 会 　 長 亀　谷　健　二
芽室町にんにく生産組合 組 合 長 小丹枝　祐　典
クノールスイートコーン耕作者組合 組 合 長 土　屋　太　志
芽室町生食スイートコーン生産組合 組 合 長 宮　田　克　宣
芽室町寒玉キャベツ生産組合 組 合 長 奥　野　純　也
AWアグリフーズテクノ株式会社芽室耕作者組合 組 合 長 橋　本　真　和
芽室町ブロッコリー生産組合 組 合 長 松　久　正　人
芽室町落花生生産組合 組 合 長 藤　井　信　二
ＪＡめむろ馬鈴薯作業受託組合 組 合 長 志　村　和　博
芽室町てん菜作業受委託組合 組 合 長 川　瀬　邦　雄
芽室町酪農振興会 会 　 長 柏　葉　　　聡
芽室町乳牛改良同志会 会 　 長 鈴　木　　　賢
芽室町乳牛検定組合 副組合長 皆　川　賢　治
芽室町肉牛振興会 会 　 長 小　川　　　豊
芽室町養豚振興会 会 　 長 佐々木　啓　隆
芽室町酪農ヘルパー有限責任事業組合 組 合 長 奥　村　紀　之
芽室町馬事振興会 会 　 長 杉　田　富　雄
めむろファーマーズマーケット運営協議会会 　 長 岩　間　崇　浩
ＪＡめむろ青年部 部 　 長 中　村　佳　貴
ＪＡめむろ女性部 部 　 長 小　林　真奈美
芽室町畑作研究会 会 　 長 谷　口　陽　平
ＪＡコスモスの会 会 　 長 髙　橋　春　美
芽室町農協年金友の会 会 　 長 後　藤　千恵子
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女性農業者研修講演会　開催
管内初の女性ＪＡ理事　ＪＡ本別町　小笠原 
愛氏を講師に迎え開催。当組合員50名程が参
加。 （２月２日）

写真で振り返る2023年の
主な行事・出来事です。

みなさんにとって昨年はどんな年でしたか？

農業後継者新規就農激励会
新規就農者11名が出席。 （４月６日）

第94回臨時総代会
総代273名（うち書面議決207名、委任状２名）
が出席。 （３月22日）

芽室町だいこん生産組合　解散総会
所得の減少や、施設・収穫機の老朽化などの
課題解決が困難であるとし、34年の歴史に幕
を下ろした。 （３月24日）

第48回通常総代会
総代280名（うち本人出席者58名、議決権行
使書面220名、委任状２名）が出席。
 （６月15日）

地区別懇談会、女性部・青年部役員との懇談会
事前に説明動画を配信し、各会場あわせて組
合員350名参加。第９次芽室町農業振興５ヵ
年計画、令和５年度事業方針について懇談。
 （２月３日・６日・７日・８日）

6



女性農業者講演会
女性農業者50名参加。 （７月20日）

第95回臨時総代会
宇野克彦前組合長のＪＡ北海道信連経営管理
委員会副会長就任に伴う、会長制の導入が承
認。　　　　　　　　　　　

臨時総代会後の理事会で、宇野克彦氏が会長
理事、廣江英幸氏が代表理事組合長に就任し、
執行体制がスタート。 （７月１日）

「芽室町落花生生産組合」設立総会
11戸の組合員と来賓など関係者あわせて20名
出席。組合長は藤井信二氏（共栄）。
 （７月10日）

地区別懇談会
組合員191名参加。 （８月17日、18日）

第55回芽室町納涼盆踊り大会
４年振りの開催。ＪＡ畜産課、ＪＡめむろ青
年部が出店。踊り子として、ＪＡ職員、ＪＡ
めむろ青年部・女性部が参加。 （８月17日）

愛菜屋収穫感謝祭
愛菜屋生誕30周年！！豚汁振る舞いなど実施。
 （10月13日）

めむろ大感謝祭2023
恒例のマチルダ詰め放題や、ヒーローショー
など多くの方に来場いただき大盛況で終了。
 （11月23日）
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Ｐ３　新年を迎えて
Ｐ６　写真で振り返る2023年
Ｐ８　フォトコンテスト表彰式開催
　　　農協法公布記念集会
Ｐ９　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎
Ｐ10　北海コガネ生産組合「料理講習会」を開催
　　　しました
　　　ＪＡ　ＹＯＵＴＨ（青年部情報）

Ｐ11　ＪＡ女性部（女性部情報）
Ｐ12　ＪＡ　委員会・監事会道外研修
Ｐ14　令和５年産　馬鈴しょ情勢
Ｐ16　令和５年度　試験成績概要
Ｐ17　経営分析に取り組んでみませんか？
　　　講習会に参加しましょう！
Ｐ18　内定者研修会を開催いたしました！
　　　年末・年始の事故など連絡先のご案内
Ｐ19　農薬の早期取りまとめのご案内
　　　芽室町からお知らせ
Ｐ20　芽室町農協史
Ｐ22　ジョイライフネットショップ

今月の

（左より、廣江組合長、粟野秀明さん、吉田真弓さん、前﨑仁美さん）特賞作品「野良イモ退治」
撮影者　粟野秀明さん

　12月６日、フォトコンテストの表彰がおこなわれ、廣江組合長から表彰状と副賞が手渡されました。来
年も開催予定ですので、芽室町の四季など心温まる風景のご応募をお待ちしています。

　11月20日に農業協同組合法公布記念集会を開催しました。
　廣江組合長より、農協法公布から76年を迎え、農協は「農業者による農業者のための組織」であり、こ
れから先も組合員をしっかりサポートしていかなければいけないとの訓話をいただきました。集会後には、
永年勤続表彰をおこないました。

永年勤続表彰者は以下の通りです。

勤続40年表彰
　児玉　浩史　（内部監査室）

勤続20年表彰
　安彦　　由　（燃料自動車課）

勤続10年表彰
　田野　智也　（営農情報課）　　坂田　悠輔　（農業振興課）
　茂古沼　健　（青　果　課）　　茂古沼　有華（貯　金　課）
　早瀬　千波　（管理経理課）　　田村　友理　（農　産　課）

なお、各種試験合格者は農協職員資格認定試験をはじめ専門資格10分野にわたり、39名が合格しました。

フォトコンテスト表彰式開催

農協法公布記念集会
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理 事 会 だ よ り
第９回（11月24日開催）

・議案第１号　�令和５年度半期開示ディスクロー
ジャー誌について

・議案第２号　出資金の譲渡承認について
・議案第３号　出資金の減口承認について
・議案第４号　利益相反取引に係る貸付について
・議案第５号　�マネロンおよび反社会的勢力など

への対応に関する規程類の改正に
ついて

・議案第６号　資産査定要領の一部変更について
・議案第７号　�自己査定マニュアルの一部変更に

ついて
・議案第８号　�令和５年度担保資産評価（農地・

家畜）の見直しについて
報告事項
１　主要なる内部及び外部会議の概要について
２　みのり監査法人の期中監査結果について
３　総代研修講演会の開催について

４　固定資産の取得について
５　組合員の加入・脱退状況について
６　�大東建託（株）タイアップ賃貸住宅ローン融
資状況について

７　要改善組合員の営農計画見直しについて
８　令和６年産小麦の作付面積について
９　令和６年産民間流通麦の入札結果について
10　令和５年産小麦の概算払いについて
11　�令和５年産原料てん菜概算払い単価及び概算
金額について

12　令和４年産共計小豆の精算について
13　令和５年産農畜産物生産見込みについて
14　�令和５年産食用馬鈴しょ（前進栽培）本精算
について

15　�令和５年産食用馬鈴しょ概算金の支払いにつ
いて

16　�令和５年度10月末哺育育成預託事業稼働状況
について

第14回　農協の業務報告書について
　農業協同組合法では、毎事業年度ごとに
貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案、
注記表及び事業報告を、総会または総代会
にかけて承認を求めるように定められてい
ます。
　ＪＡでは、一般にこれらの書類を総称し
て「業務報告書」とよんでおり、当ＪＡで
は毎年６月におこなわれる決算総（代）会
で使用するため、各戸にお送りしています。
　業務報告は、１年間の事業活動の主な経
過を、簡単な文章や図表で総（代）会に報
告するものです。その内容は、ＪＡ組織の
概況のほか事業別の進展状況などが記載さ
れており、その活動の成果が反映されてい
ますので、１年間のＪＡ活動の状況を業務
報告によって把握することができます。
　業務報告書の中で、重要な部分と読み取
れる事柄については右記の通りですので、
今後業務報告書を読む際に参考にしていた
だければ幸いです。

連載ＪＡの基礎【計画・決算編】

●貸借対照表
　事業年度末時点においてＪＡが保有する資産・負債・資本
について対照させて示したものです。
　ＪＡの財政状況を示すものであるため、ＪＡの経営や財務
の特質を大まかに把握することができます。

●損益計算書
　１年間の事業活動の結果、収益と費用を種類別に分類し、
どのような原因でどれくらいの収益があったか、どれくらい
の費用がかかったかを明らかにし、その結果剰余金がどれく
らい出たのかを示したものです。
　１年間の事業活動の結果生じた「当期剰余金」と、その原
因である収益と費用を対比し、剰余が生じた原因を大まかに
把握することができます。

●剰余金処分案
　当期の剰余金については、前期の繰越剰余金などとともに
未処分剰余金を構成し、剰余金処分案として総（代）会に委
ねられます。
　ＪＡの財務状況に照らして剰余金の処分内容が適当かどう
かの判断が必要です。
　単に目先の利益だけではなく、ＪＡの一層の発展による組
合員全体の利益ということを念頭に判断することが重要です。
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北海コガネ生産組合「料理講習会」を開催しました
　11月22日、㈱パイオニアフーズご協力のもと、丸大食品㈱より管理栄養士の砂田智子講師をお招きし、
北海コガネ生産組合「料理講習会」を開催しました。
　今回は令和元年以来、４年ぶり５回目の開催となり、北海コガネ生産組合の奥様方９名にご参加いただ
きました。
　砂田講師は丸大食品㈱にてレシピ開発をおこなうかたわら、食育活動などもおこなっています。
　コロナ禍における食育に関する講演、そして北海コガネや芽室産食材を使ったレシピを教えていただき、
参加者みなさんで「ベーコンとごぼうの豆乳スープ」や「ポルケッタ」などを作りました。
　参加された方々からは、「久しぶりにみんなで集まって料理ができて楽しかった」「おうちでもまた作っ
てみます」といったお声をいただき、楽しい講習会となりました。

砂田講師による実演 北海コガネやめむろごぼうなどを使用したメニュー
（写真は、「ベーコンとごぼうの豆乳スープ」と「ポルケッタ」）

写真左から、武藤駿輔理事、沖元副部長、鳥本来紀くん「JA青年の主張」で発表する沖元副部長

　11月27日、第48回ＪＡ十勝青年部大会がホテル日航ノースランド帯広にて開催され、当青年部盟友70名
が参加しました。
　大会では、十勝地区農協青年部協議会萩原輝会長の開会挨拶後、各単組代表６名による「十勝地区ＪＡ
青年の主張発表大会」、作業療法士の菅原洋平氏による「脳の多様性（ニューロダイバーシティ）」をテー
マにした基調講演、「動画で発信！農の魅力」コンテスト、「純農 Boy 十勝地区オーディション」がおこ
なわれました。
　当青年部からは「十勝地区ＪＡ青年の主張発表大会」に沖元慶大副部長が出場し、最優秀賞に輝きまし
た。また、「純農 Boy 十勝地区オーディション」に鳥本来紀くんが出場し、グランプリに選ばれました。
「動画で発信！農の魅力」コンテストでは優秀賞に選ばれました。

第48回ＪＡ十勝青年部大会
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　11月21日、農協連ビルでＪＡ十勝地区女性協議会　令和５年度フレッシュミズ部会交流集会が開催され、
当フレッシュミズ部員19名を含む、約120名の十勝地区の部員及び事務局が集いました。
　今年度は、Natural�aroma�life の本間知恵子氏を講師とし、「ア
ロマテラピー体験教室」が開催され、「アロマサシェ作り」をお
こないました。参加者は８種類のアロマオイルから、自分の好み
や悩みに応じて２～４種類選び、オリジナルの「アロマサシェ」
を作りました。香りの組み合わせに苦戦しつつも、他単組部員と
の交流を楽しみました。
　交流会終了後は、単組フレッシュミズ活動における意見交換会
がおこなわれ、他ＪＡの活動について質問をするなど熱心に参加
していました。

ＪＡ十勝地区女性協議会　フレッシュミズ交流集会
アロマテラピー体験教室　～香りで心と身体のバランス回復～

　12月５日～６日の２日間、十勝幕別温泉グランヴィリオホテルにて、ＪＡ十勝地区女性協議会創立70周
年記念式典が開催され、当女性部中堅の役員・支部長15名が出席しました。
　１日目の記念式典では、60周年記念以降から現在に至るまでに会長を務められた歴代会長への感謝状贈
呈がおこなわれ、第11代会長を務められた前塚節子氏（ＪＡめむろ女性部）をはじめとする３名の方に感
謝状が贈呈されました。式典終了後には、祝賀会が開催され、
参加者は美味しい料理に舌鼓を打ちながら、他単組の部員と交
流を深めていました。
　２日目は、シンガーソ
ングライター半崎美子氏
による記念講演がおこな
われ、力強い歌声と心に
響く歌詞の数々に涙を拭
っている部員もいました。

ＪＡ十勝地区女性協議会創立70周年記念式典

　12月７～８日、第72回全道ＪＡ青年部大会が札幌パークホテルにて開催され、全道12地区から約700名
の盟友が集い、当青年部から11名が参加しました。
　大会では、「全道ＪＡ青年の主張大会」、「全道ＪＡ青年部活動実績発表大会」、「2023純農 Boy 北海道オ
ーディション」、「動画で発信！農の魅力」コンテストなどがおこ
なわれました。
　「全道ＪＡ青年の主張大会」では沖元慶大副部長が出場し、残
念ながら最優秀賞とはなりませんでしたが、優秀賞に選ばれました。
また、「2023純農 Boy 北海道オーディション」に鳥本来紀くんが
出場し、健闘しました。
　「動画で発信！農の魅力」コンテストでは、当青年部の作品が�
ＪＡ道青協会長賞に選ばれました。この作品は本部事務所正面玄
関の大型スクリーンに放映いたしますので、ぜひご覧ください。

第72回全道ＪＡ青年部大会

「アロマサシェ作り」で会話も弾む♪

現会長 平かよ子氏より感謝状を贈呈される
前塚節子氏（写真左）創立70周年記念式典参加者

参加した青年部の理事ら
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委員会・監事会道外研修
　総務委員会・経済委員会合同及び監事会による道外研修を実施いたしましたので、下記によりご報告い
たします。

●総務委員会・経済委員会合同道外研修
　期　間：令和５年11月27日（月）～29日（水）
　研修先：広印広島青果株式会社、ＵＢＥ株式会社
　研修者：総務・経済委員会委員ほか８名

【広印広島青果株式会社】
　広印広島青果は、青果物・水産・花きを取扱う中央市場と食
肉市場を併せ持つ広島中央卸売市場に属し、中四国地区へ青果
物供給を担う卸売会社です。当ＪＡの指定市場だった広果広島
中央青果と平成28年に合併して現在に至り、馬鈴しょをはじめ
青果物全般を出荷している主要取引先のひとつです。
　研修では本年産の作柄や今後の作付動向など産地情勢につい
て報告、市場担当者から今後の市況見通しや他産地の作付動向
など情報交換をおこなった後、営農コストをはじめ人件費・運
賃など販売諸掛の上昇が激しく、産地の状況を消費者や量販店
に的確に伝え、業界をリードする価格帯で販売していただくよ
う強く要請しました。
　老朽化から今後施設の建て替えを検討されており、それに合わせ広島市内にもうひとつある東部市場と
の合併や輸送効率化に向けストックポイントの併設を検討するなど、市場機能のさらなる拡大を目指して
おり、青果物供給だけでなく物流においても中四国地区の中枢を担う卸売会社であると感じました。

【ＵＢＥ株式会社】
　ＵＢＥ株式会社は、1897年に炭田開発を目的に地域住民が出
資した炭鉱組合から始まり設立されました。その後石油化学や
セメント・産業機械の製造など事業拡大をすすめ、1942年に各
事業を集約し宇部興産株式会社を設立しましたが、近年の激し
い環境変化に素早く対応できるよう2022年に再び分社化しまし
た。このたび訪問したＵＢＥ株式会社はＵＢＥグループの中枢
で化学部門を担い、数ある事業のうち硫安の製造工程について
研修しました。
　硫安は、ナイロン原料であるカプロラクタムを製造する際に
発生する硫安水溶液を晶析・分離・乾燥し製造されます。当日
は製造工程を見学することはできませんでしたが、フレコンパ
ックへ投入する設備やベルトコンベアーで山積みにしてショベルで船積みする出荷施設を見学しました。
　ＵＢＥで製造する硫安は国内外問わず出荷され、国内需要は減少し価格影響力が縮小していく一方で、
近年は人口増加が著しい中国・インド・ブラジルの需要が特に多く、国際価格への影響が懸念されており、
国内への安価安定供給を強く要請しました。

市場担当者との情報交換

硫安出荷施設で説明を受ける理事
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●監事会道外研修
　期　間：令和５年11月28日（火）～30日（木）
　研修先：ＪＡ香川県、中青大阪中央青果株式会社
　研修者：監事ほか５名

【ＪＡ香川県】
　ＪＡ香川県は、平成12年に県下43ＪＡが合併し設立され、
その後県経済連やＪＡとの合併を経て平成25年に県１ＪＡ
としてスタートしました。全国的にみても大規模ＪＡであり、
正組合員数56,982人、貯金残高１兆9,012億円、共済保有高
２兆7,292億円、職員数3,255人、産直売上高42億4,900万円で
す。今回は28ある農産物直売所の中から令和３年３月に開
業した讃さん広場滝宮店において、店舗施設見学や運営状
況などについて研修をおこないました。
　出荷会員数は471名で県域全てが対象、内年間300日以上
出荷する会員は36名いますが、近年は特に出品会員の高齢
化が課題となっており、当ＪＡも同様の課題を抱えていることから新規会員の拡大方法の具体策について
多くの議論が交わされました。
　讃さん広場滝宮店は、ＪＡ直営で道の駅に併設されており、売場面積499m2、営業日数313日で、精肉・
鮮魚や民工芸品も取り扱っており、令和４年度年間売上高は４億4,645万円で、本年度は５億円を目標に
しております。芽室産野菜についても取扱を検討いただけないかお願いしたところ、早速店長は興味を示
していました。
　店内は、地場産野菜を安価に販売しており、全国直売所間連携による物品仕入にも積極的に取り組み他
県ＪＡ直売所のノボリが壁に貼られ、地場果物を使用したジェラートを販売するなど、近隣にイオンモー
ルがある中でも活況を示していました。

【中青大阪中央青果株式会社】
　中青大阪中央青果は、青果・水産物・加工食料品を取扱う大
阪中央卸売市場本場に属し、関西方面へ野菜・果実供給を担う
卸売会社で、馬鈴しょをはじめ青果物全般を出荷している主要
取引先のひとつです。
　まず市場施設内の説明を受け全国各地から荷受けされたダン
ボールが山積みされており、芽室産農産物も一部あり、次々に
仲卸業者へのスペースに移動されていました。また、施設内４
階蔬菜部事務所では終了後でもあり多くの職員の方が産地との
連絡や事務作業などをおこなっていました。当初は管理棟にあ
る管理部門と同じフロアで執務する予定でしたが、現場近くに
事務所がないと効率が悪いということで、セリ場近くに設置さ
れたとのことでした。
　場所を会議室に移し意見交換では、野菜全般の市場動向の説明を受けた後に産地情勢や生産者の品質向
上に対する取組について報告し、大阪中央青果役員からは芽室産の評価は総じて高く今後とも品質は継続
してほしいことを要望されました。なお、生産者サイドは諸経費など高騰による所得減少もあり、生産者
価格について、より一層の高値販売に努力いただきたい旨を要請しました。

ＪＡ香川県ファーマーズマーケットでの意見交換

大阪中央青果から説明を受ける監事

13



※重量の値は、t未満の値を省略しております。

品　　種（件） 作付面積
（ha）

  規格内品重量 （t） 規格外品
重量計
（t）

正味重量
計

（t）

10ａ
当収量
正味重量
（kg）１級 ２級 ３級 ４級 有色馬鈴薯 格下品 計

ワ セ シ ロ （� � 5） 6 140 55 0 0 0 0 195 12 207 3,307

ト ヨ シ ロ （137） 399 2,132 4,833 4,254 2,591 0 19 13,829 1,051 14,880 3,725

き た ひ め （� 43） 113  302 719 1,723 1,423 0 39 4,206 154 4,360 3,854

ス ノ ー デ ン （� 64） 271  115 615 2,825 8,064 0 71 11,690 423 12,113 4,472

ぽ ろ し り （128） 279  154 1,098 3,342 6,662 0 189 11,445 258 11,703 4,202

キ タ ム ラ サ キ （� � 5） 13  0 0 0 0 486 0 486 54 540 4,125

ノーザンルビー （� � 3） 6  0 0 0 0 224 0 224 2 226 3,748

Ｒ５年実績 1,087  2,843 7,320 12,144 18,740 710 318 42,075 1,954 44,029 4,049

Ｒ５年比率（％） - 6.5 16.6 27.6 42.6 1.6 0.7 95.6 4.3 100.0 -

Ｒ４年実績 1,144  10,491 13,763 7,747 1,300 482 96 33,879 2,694 36,573 3,197

Ｒ４年比率（％） - 28.7 37.6 21.2 3.6 1.3 0.3 92.7 7.3 100.0 -

Ｒ４年実績対比 ▲ 57  ▲ 7,648 ▲ 6,443 4,397 17,440 228 222 8,196 ▲ 740 7,456 852

Ｒ４年比率対比�（％） - ▲ 22.2 ▲ 21.0 6.4 39.0 0.3 0.4 2.9 ▲ 3.0 - -

■令和５年産 カルビーポテト㈱向加工馬鈴しょ取扱実績［受入数量］

　本年産も良品質馬鈴しょを出荷いただき、誠にあ
りがとうございます。
　令和５年産加工馬鈴しょの取扱実績は、カルビー
ポテト㈱、㈱パイオニアフーズ向けを合わせて
52,588t（前年比�9,521t 増）の取扱結果となり、収

量については高温・多湿の影響を受けましたが、多
くの品種において、平年を上回る結果となりました。
　加工馬鈴しょについては需要が高く、増反要請も
あることから、今後の作付については何卒ご協力い
ただきますようお願い申し上げます。

加 工 馬 鈴 し ょ

　令和５年産食用馬鈴しょは、植付後の生育は順調
であり株当たりの塊茎数は平年より多かったものの、
６月中旬ごろまで続いた干ばつの影響でソウカ・ソ
ヒが多発し、干ばつが続いていた中での６月下旬～
７月中旬にかけてのまとまった降雨の影響で中生以
降の品種では変形・二次成長が目立つ年産となりま
した。また、貯蔵中の発芽が例年になく早く、特に
男爵薯・メークインで非常に目立っている状況です。
　収穫時期には、８月の異常な高温の影響で主にと
うやに、貯蔵初期段階での腐敗が非常に多く見受け
られました。このような状況のなか、本年の農協集
荷実績は18,500t（メークイン・男爵薯・とうや・

マチルダ）となり、改めて厳選出荷いただきました
皆様に厚くお礼申し上げます。
　また、本年産の販売状況は、出荷開始時期に市場
着荷時点での腐敗事故によるクレームが多発したこ
ともあり、市況は厳しい状況が続きました。また、
10月中旬以降は発芽クレームの頻発により、特に男
爵薯の販売に苦戦している状況です。
　今後については、引き続き販売先と情報交換を密
にし、系統との連携をはかりながら有利販売につと
め、併せて貯蔵管理の徹底と厳選出荷に努力してま
いります。

食用馬鈴しょ

令和５年産　馬鈴しょ情勢
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■令和５年産 ㈱パイオニアフーズ向け北海コガネ取扱実績
＜ 等 級 別 実 績 表 ＞ （単位：ｔ）

区分／等級 １　　級 ２　　級 ３　　級 早出し出荷分 合　　計

一 般 栽 培 0 44 24 0 67

特 別 栽 培 25 4,927 3,017 446 8,416

合　　計 25 4,971 3,041 446 8,484

５ 年 産 比 率 （％） 0.3 58.6 35.8 5.3 100.0

４ 年 産 比 率 （％） 15.1 66.5 11.7 6.6 100.0

＜ 規 格 品 別 実 績 表 ＞ （単位：ｔ）

区分／規格 規格品１ 規格品２ 規格品３ 規格外 合　　計

一 般 栽 培 20 33 13 1 67

特 別 栽 培 2,552 4,102 1,670 91 8,416

合　　計 2,573 4,135 1,684 92 8,484

５ 年 産 比 率 （％） 30.3 48.7 19.8 1.1 100.0

４ 年 産 比 率 （％） 40.1 40.1 18.9 0.9 100.0

＜その他等級外実績表＞ （単位：ｔ）

区　　分 計

５ 年 産 そ う か 品 76

４ 年 産 そ う か 品 0

でん粉原料馬鈴しょ

年　産 ＪＡ名 正味重量（t） ライマン価（％）

令和５年産
芽室町 15,190 16.7
９ＪＡ 72,067 16.6

令和４年産
芽室町 14,852 17.7
９ＪＡ 65,691 17.2

令和３年産
芽室町 15,080 17.7
９ＪＡ 68,961 17.3

■令和５年産でん原馬鈴しょ出荷実績　令和５年産でん粉原料用専用種は、前年より16ha
減の211ha 作付けされ、ＪＡ士幌でん粉工場への出
荷量は正味重量で15,190t の出荷実績となりました。
　原料受入は８月28日から11月４日までの実受入日
数54日間で、原料受入期間中は各地芋委員（配車係）、
生産者各位に多大なるご理解、ご協力をいただきま
したことに厚くお礼申し上げます。
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　芽室町農業再生協議会　クリーン農業推進委員会において、本年検討された課題についてお知らせしま
す。成果が認められた試験結果については、別に「試験成績書」として郵送しております（掲載欄○印の
み）。ご不明な点は、農業振興センターまでご質問ください。

作物名 掲載の
有　無 課　　題　　名 結　果　の　要　約

馬鈴しょ

○ 加工用馬鈴しょ新系統の
地域適応性調査

新系統「北海113号」は、茎数及び塊茎数は多く、二次生長による奇形塊茎
もほとんど見られないことで10a 当たり収量では最も多く、ライマン価にお
いてもかなり高かったことから、有望であると考えられる。ただし、普及に
あたっては、熟期が中生であることと肉色が黄色という特性を考慮すると、
町内の主要品種からの置換えは現状では難しいものの、生食用または加工用
で普及できた場合は、でん粉原料用とも兼用した展開が期待できる。

○
加工用新品種系統の地域
適応性調査

新品種「しんせい」は、規格内収量は「スノーデン」には劣るものの「トヨ
シロ」には優ることから、「トヨシロ」の代替品種として導入が見込まれる。
一方で、新系統「ＣＰ14」は、規格内収量は同等であるものの収入面では
劣り、腐敗塊茎が一部で見られたことと、種馬鈴しょ生産における品種数が
増えることから、普及は難しいと考えられる。

○ 加工用新品種系統の現地
適応性調査

「トヨシロ」と比較して、「しんせい」は、規格内収量が同等以上で比重も高
いことから収入では優り、また腐敗塊茎が極めて少ないことで収穫作業にお
ける労働負担は少ないことから、代替品種として現地適応性が優ると考えら
れる。一方で、「ＣＰ14」は、規格内収量が少なく比重もやや低いことから
収入では劣り、腐敗塊茎が一部で見られたことから、現地普及は難しいと考
えられる。

○ 生食用馬鈴しょ「マチル
ダ」の種子予措効果確認

生食用馬鈴しょ「マチルダ」種いもの催芽処理は、萌芽とその後の生育が早く、
10a 当たり収量は８月末時点で無処理の９月中下旬と同等であることから、
収穫の早期化が見込めることが確認された。催芽処理の生理適齢は、300日
℃では茎数及び塊茎数が大きく増加し、200日℃と比較して収量がやや少な
いことから、200日℃程度が望ましいと考えられる。
しかし、本年は二次生長により、前進化の日数については整理できなかった。

飼料作物

○ 更新草地における生産性
の確認（継続）

更新草地は、除草剤処理による雑草対策をおこなうことで雑草を低減でき、
更新２年目以降も収量が維持されることが確認できた。しかし、ヒエなどの
イネ科雑草対策と、２番草の収量確保に向けた収穫時期の検討が必要である
と考えられる。

○ 更新翌年草地の雑草対策
の検討

「アージラン液剤」の春処理は、ギシギシの低減に有効であり、10a 当たり
薬量は300ｍℓが適すると考えられた。ただし、春の施肥が遅れて薬剤処理
した場合は減収につながったため、適正時期に施肥をおこなった草地に適す
ると考えられる。

○ 飼料用とうもろこし委託
栽培の検討

飼料用とうもろこしは、畑作農家に委託栽培する場合、本年の気候であれば、
82日品種が秋まき小麦の前作物として作付けでき、収量性においても最も
優った。平年並の気温で推移した場合は、積算気温が少ない地帯では秋まき
小麦のは種までに黄熟期に至らない可能性があるため、は種を早くするか、
75～78日品種の作付けを検討するなど、地域に合わせたは種時期を協議す
る必要があると考える。

○
飼料用とうもろこし肥料
コスト低減及び施肥作業
省力化の検討

基肥の全層施肥は、作業時間と費用を低減できた。しかし、本年の結果は、
施肥量が異なる比較となったためＴＤＮ収量も減少し、費用対効果は得るこ
とができなかった。施肥量を同等にし、収量が同等であった場合は、10a 当
たり約3,000円の費用対効果が得られると考えられるため、次年度以降検討
が必要と思われる。

緑肥作物 × 小麦後作緑肥えん麦早生
品種の栽培効果の検討

早生品種「リッキー」は、初期生育が対照品種「ブラックオーツ」と同等で
あったが、その後、「緑肥用えんばくのいもち病」の発生により中止となった。

令和５年度　試験成績概要
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　農業振興センターでは、これまで過去６年に渡り開催してきた農業経営講座「もうける農業経営の実践」
を、今年度も１月より開催します。講座では、農業経営に必要な知識の習得や、経営診断による作物別の
農業所得や生産原価など、経営実態の把握をおこないます。
　令和５年は、肥料を始めとする各種資材価格の高騰などにより費用が上昇し、農業所得が減少した経営
体は多いものと思われます。みなさんの経営ではどうでしょうか？
　この講座では、自分の経営において、どれくらい費用が上昇したのか、どの作物でどの程度の影響があ
ったのか、そして最終的な農業所得はどれくらいだったのか、などを具体的な数字で確認することができ
ます。
　この機会に経営分析に取り組んでみませんか？

　各機関主催の講習会が、下記により開催が予定されています。多くの方の参加をお願いいたします。開
催時期及び内容が未定の講習会については、改めてご紹介します。

豆 作 り 講 習 会
■ 主　　催／ （財）日本豆類協会
■ 日　　時／ 令和６年２月21日（水）10：00～13：50
■ 場　　所／ めむろーど
■ 講演内容／ １　豆類をめぐる情勢
　 （予定）　　２　道産豆類への要望
　　　　　　　３　豆類の計画生産と需給事情
　　　　　　　４　良質豆類の生産
■ 申　　込／ 昼食のとりまとめがあるため、事前申し込みが必要（別途案内予定）。

大 豆 意 見 交 換 会
■ 主　　催／ 農林水産省
■ 配　　信／ 令和６年２月21日（水）15：00～
■ 場　　所／ めむろーど
■ 内　　容／ 未定

高品質てん菜づくり講習会
■ 主　　催／ （社）北海道農産協会
■ 配　　信／ 令和６年２月（予定）
■ 講演内容／ 未定

①　一年間の収入及び支出取引の振り返り（確認）
②　作物別所得の把握と比較
③　我が家の経営の改善点把握
④　家族間の情報共有

☞ 講座の参加申し込みはコチラから
https://airrsv.net/ja-memuro-23bunseki/calendar
※講座に関するお問い合わせは農業振興センターまで。

経営分析に取り組んでみませんか？

講習会に参加しましょう！

経営分析を通してできること

講座内容紹介編 準備編

案内動画を
作りました！
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　11月18日、に令和６年度採用の内定者を対象とした研修会
を開催いたしました。内定者研修会では、ＪＡ職員としての
士気高揚と内定者同士の親睦を目的に毎年実施しており、今
回の研修会では９名の内定者が参加いたしました。
　研修会では、内定者同士の近況報告をおこなったほか、先
輩職員との座談会を通じて、内定者同士がＪＡ職員として働
く士気を高める機会となりました。
　今後も複数回研修を実施し、未来のＪＡを担う人材を育成
してまいります。

内定者研修会を開催いたしました！

共済課からお知らせ

2023年12月30日（土）～2024年１月８日（月・祝）休業いたします。
※１月６日（土）９：00～12：00営業。

年末・年始の事故など連絡先のご案内

レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合

自動車事故などの場合

24時間
365日受付

24時間
365日受付

ＪＡ共済サポートセンター
ＴＥＬ：０１２０－０

レッカーロードサービスは

６３－９
ク ミ ア イ

３１

ＪＡ共済事故受付センター
ＴＥＬ：０１２０－２

ジ

５
コ

８
は

－９
ク ミ ア イ

３１
▶夜間休日現場急行サービス
　 ＪＡ共済より業務委託を受けたＡＬＳＯＫの対応員が事故現場に急行し、事故状況の聞取りなどをおこ

ないます。
▶夜間休日初期対応サービス
　初期対応専任のスタッフがご利用者さまからの相談対応や相手方への迅速な対応をおこないます。
▶休日契約者面談サービス
　 ＪＡ共済より業務委託を受けた休日面談専任のスタッフがご利用者さまを訪問し、事故に関するご相談

におこたえします。

▶レッカーサービス
　 事故または故障により自力走行不能となった場合に、レッカー車で現場へ急行し、最寄りの修理工場ま

で、現場から100km 以内でお車をけん引します。※ご契約の車種によって対象外となる場合があります。
▶ロードサービス
　 故障・トラブルにより自力走行不能となった場合に、対応業者が現場へ急行し、30分程度で対応可能な、

お車の応急対応をおこないます。

レッカーロードサービスについて、ご自身で手配した場合は無料サービス対象外になり
ますので、無料サービスが必要な際は必ず上記ＪＡ共済サポートセンターへご連絡をお
願いいたします。

先輩職員との座談会
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　本年も農薬の早期取りまとめをおこないます。詳細につきましては同封いたしました取りまとめ用紙を
ご参照ください。なお、戸別訪問推進は希望者のみ戸別訪問に伺わせていただきます。また、購買課事務
所において農薬個別相談を随時おこないますのでご利用の程、よろしくお願いいたします。

　戸別訪問推進の希望、その他ご相談、お問い合わせがありましたら購買課（TEL ６２－２９０９）�
農薬担当：上林・大橋までご連絡ください。

●日　時：１月27日（土）
●時　間：販売時間９：30～11：30　抽選会11：30～
●会　場：めむろーど２階セミナーホール

　「あなたに届け！めむろの恵み、ふれ愛の心」をテーマに、芽室産のおいしく、安全・安心な農畜産物
を知っていただき、芽室町の元気いっぱいの農村女性グループが日頃の活動をアピールします。

農薬の早期取りまとめのご案内

芽室町からお知らせ

アライグマ防除講習会を開催します

第22回めむろの恵みフェスタ開催のご案内

　近年、生息数が増加しているアライグマの防除を促進するため、外来生物法に基づく「アライグマ防除
講習会」を開催します。参加を御希望の方は担当係まで事前にお申し込みください。
　この講習会を受講されると、猟銃免許（わな猟免許）を取得しなくても、アライグマを捕獲することが
できます。また、箱わなをお持ちでない方への無料貸出しもおこなっておりますので、新たに箱わなを購
入する必要はありません。
　なお、従来どおり町による箱わなの設置・捕獲も継続して実施していますので、アライグマ被害でお困
りの方は、お気軽に担当係まで御相談ください。

●日　　時：令和６年２月２日（金）10：00～12：00

●場　　所：芽室町役場庁舎２階会議室７・８

●定　　員：30名（先着順）

●申し込み期限：令和６年１月26日（金）

　　　　　　　　　　　　芽室町農林課農林環境係　☎６２－９７２５　 n-kankyou@memuro.net申し込み・問い合わせ

19



二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は２月号に掲載いたします。

12月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
シクラメン

１	 おせち料理にも使うニシンの卵巣の加工品
２	 旅行前に――ブックを買った
３	 俳人が名作を生み出した地に建て
られていることも

５	 北を向いたとき西になる方向
６	 丁寧にいうとご飯です
８	 横綱を先導して土俵に上がります
12	 セイウチの口からにょっきり
13	 農地――、道路交通――
14	 DNAが含まれる体の設計図。――操作
15	 猫が中で丸くなっているかも
16	 不要物を可燃、――、資源ごみに
分別した

17	 彼女は――を言わせず彼を外に連
れ出した

19	 エレベーターの表示では「B」

ヨコのカギ

１	 大学入学共通テストの理科の科目
の１つ

４	 キウイやポンカンの生産量が日本
一の県

７	 エッセーともいいます
９	 かつお節や昆布で取ります
10	 ガラガラとうがいをして洗うもの
11	 ゆでた麺をざるにあけておこないます
13	 大股の人は広めです
15	 カメやカッパの背に付いています
16	 ――や硯（すずり）を用意して書き
初めをした

17	 カラオケで楽しむもの
18	 ――の計は元旦にあり
20	 旧暦１月の異称
21	 見張ること。――カメラ

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

　
昭
和
二
十
一
年
三
月
十
六
日
改
選

　
　
会
　
　
長
　
茂
木
松
太
郎
　
　
専
務
理
事
　
中
田
　
石
松

　
　
理
　
　
事
　
有
賀
　
初
造
、
加
藤
　
次
郎
、
村
瀬
　
儀
一

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
雄
之
助
、
林
　
　
外
松
、
竹
沢
　
経
吾

　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
政
吉
、
中
田
　
与
三
、
安
岡
　
久
吉

　
　
　
　
　
　
　
青
山
　
鍋
治
、
草
野
　
慶
造
、
児
玉
　
勝
蔵

　
　
監
　
　
事
　
今
野
　
兵
内
、
荻
　
　
高
治
、
前
塚
　
茂
一

　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
英
一
、
松
久
　
新
一

　
　
　（
茂
木
会
長
は
病
気
の
た
め
二
十
二
年
三
月
辞
任
）

　
昭
和
二
十
二
年
六
月
十
六
日
改
選

　
　
会
　
　
長
　
中
田
　
石
松
　
　
専
務
理
事
　
柴
田
　
春
吉

　
　
理
　
　
事
　
後
藤
　
十
一
、
吉
田
　
友
市
、
村
瀬
　
儀
一

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
庄
吉
、
有
賀
　
初
造
、
流
田
治
吉
郎

　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
与
三
、
田
中
　
竹
治
、
吉
田
　
安
芳

　
　
　
　
　
　
　
竹
沢
　
経
吾
、
森
下
　
鍵
吾
、
高
木
　
春
一

　
　
監
　
　
事
　
今
野
　
兵
内
、
荻
　
　
高
治
、
前
塚
　
茂
一

　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
英
一
、
松
久
　
新
一

�

（
二
月
号
に
つ
づ
く
）

前列右より　�監事�荻高治・専務�中田石松・組合長�茂木
松太郎・監事�今野兵内・柴田桑三郎

後列右より　�主事�菊地真雄・監事�小里太作・松久新一
（昭和15年５月）
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芽
室
町
農
業
会
の
創
立
総
会
は
、
昭
和
十
九
年
一
月
三
十
一
日
、
芽
室
小
学

校
で
ひ
ら
か
れ
、会
長
に
は
安
達
辰
寿
氏
が
推
さ
れ
た
。つ
い
で
役
員
も
決
定
、

二
月
七
日
設
立
登
記
を
完
了
、
旧
農
会
、
産
業
組
合
の
財
産
そ
の
他
一
切
を
承

継
し
て
新
発
足
し
た
。

　
翌
二
十
年
一
月
十
七
日
に
農
業
団
体
法
施
行
令
改
正
に
よ
り
、
会
則
の
一
部

が
変
更
さ
れ
た
。

　
二
十
年
六
月
三
十
日
の
通
常
総
会
に
会
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
事
業
概
要
は
つ

ぎ
の
通
り
と
な
つ
て
い
る
が
、
窮
迫
せ
る
諸
条
件
下
、
や
り
た
く
て
も
や
れ
ぬ

仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
つ
た
。

　
　
会
員
数
と
出
資

　
会
員
数
は
前
年
度
末
二
、一
三
〇
名
、
本
年
度
末
二
、一
九
二
名
で
六
二
名
増

加
。
う
ち
出
資
会
員
は
新
加
入
五
三
名
、
脱
退
者
は
六
十
八
名
で
差
引
一
五
名

の
減
と
な
つ
て
い
る
。

　
ま
た
出
資
口
数
は
前
年
度
一
七
、三
九
五
口
に
対
し
、
本
年
度
二
〇
、四
〇
九

口
で
、
平
均
一
三
、七
口
平
均
二
口
の
増
と
な
つ
て
い
る
。

　
資
金
は

　
　
払
込
済
出
資
金
　
　
　
　
　
　
四
八
一
、六
一
六
円

　
　
基
本
準
備
諸
積
立
金
　
　
　
　
一
二
二
、八
〇
一

　
　
貯
金
　
　
　
　
　
　
　
　 

五
、五
四
五
、七
六
〇

　
　
借
入
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
、五
八
二

　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

六
、二
三
六
、七
五
九

　
そ
の
運
用
は

連載 № 38

【
第
三
篇
：
戦
時
中
の
農
業
・
農
民
と
政
治
】

　
　
貸
付
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
四
、五
二
五
円

　
　
兼
営
事
業
資
金
　
　
　
　
　
　
三
二
八
、一
〇
三

　
　
固
定
資
産
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
二
、八
四
四

　
　
預
金
　
　
　
　
　
　
　
　 

四
、八
九
五
、四
五
五

　
　
現
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
、八
三
二

　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

六
、二
三
六
、七
五
九

　
ま
た
金
融
事
業
は
、

　
貸
出
金
　
前
年
度
に
比
べ
一
二
一
、七
七
四
円
の
増
を
み
た
が
、
こ
れ
は
自
作
農
創
設
資
金
の

新
規
貸
出
と
農
耕
馬
購
入
資
金
の
積
極
的
貸
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
貯
金
　
前
年
度
よ
り
一
、七
七
七
、四
六
六
円
増

　
一
方
購
販
事
業
で
は
、

　
肥
料
一
〇
六
、二
六
五
円
、
産
業
用
品
二
四
、四
四
五
円
、
生
活
用
品
二
四
〇
、八
七
七
円
な
ど

の
仕
入
れ
を
行
つ
た
。

　
販
売
事
業
は
総
額
三
、九
二
六
、四
七
一
円
を
売
却
し
、
な
お
一
二
〇
、六
四
一
円
を
次
年
度
に

繰
越
し
た
。

　
利
用
事
業
は
六
四
、四
四
〇
円
の
利
用
料
を
あ
げ
た
。

　
倉
庫
事
業
は
、本
年
度
入
庫
総
数
一
五
三
、三
〇
〇
俵
で
、こ
れ
が
保
管
に
つ
い
て
は
年
々
シ
ー

ト
、
枕
木
材
の
腐
朽
に
よ
り
困
難
を
き
た
し
、
会
員
の
協
力
に
よ
り
丸
太
材
、
燕
麦
ワ
ラ
な
ど
の

供
出
で
万
全
を
期
し
た
。

　
災
害
共
済
事
業
は
八
月
上
旬
の
暴
風
被
害
を
う
け
、
共
済
対
象
作
物
の
麦
類
に
災
害
発
生
を
み

た
が
、
こ
れ
に
共
済
金
を
交
付
し
た
。

　
指
導
事
業
は
農
事
技
手
五
名
、
畜
産
技
手
三
名
、
土
地
改
良
技
手
三
名
を
配
置
し
、
農
業
経
営

改
善
指
導
の
た
め
、
生
産
計
画
の
達
成
指
導
を
は
じ
め
、
経
済
改
善
指
導
部
落
を
つ
く
り
、
長
期

輪
作
式
の
確
立
を
は
か
り
、
ま
た
土
地
改
良
の
徹
底
的
奨
励
を
な
し
、
温
冷
床
苗
代
の
設
置
、
自

給
肥
料
の
増
産
、
共
同
作
業
の
奨
励
と
と
も
に
優
良
農
具
の
購
入
奨
励
を
は
か
つ
た
。
な
お
畜
産

指
導
奨
励
に
つ
い
て
は
、
牝
牛
四
十
五
頭
の
導
入
斡
旋
の
ほ
か
、
種
牡
牛
の
管
理
八
頭
に
よ
り
優

良
牛
の
生
産
を
は
か
り
、
羊
毛
の
需
要
に
こ
た
え
、
緬
羊
の
急
速
増
殖
と
兎
毛
皮
の
増
産
に
重
点

を
置
き
、
養
豚
、
山
羊
に
つ
い
て
も
、
前
年
同
様
に
施
設
に
万
全
を
期
し
た
。

　
つ
ぎ
に
農
業
会
創
立
か
ら
解
散
ま
で
の
役
員
を
あ
げ
て
お
く
。

　
昭
和
十
九
年
一
月
三
十
一
日
創
立
総
会

　
　
会
　
　
長
　
安
達
　
辰
寿
　
　
副�

会�

長
　
中
田
　
石
松

　
　
常
務
理
事
　
菊
地
　
真
雄
、
田
島
　
武
夫
、
柴
田
　
春
吉

　
　
理
　
　
事
　
岩
波
栄
之
進
、
茂
木
　
五
六
、
松
久
　
秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
大
鐘
　
二
三
、
高
道
竹
次
郎
、
岡
崎
　
直
義

　
　
監
　
　
事
　
今
野
　
兵
内
、
荻
　
　
高
治
、
前
塚
　
茂
一

農
業
会
時
代
と
な
る
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ＪＡめむろホームページアドレス　https://www.ja-memuro.or. jp

■
発
行
日
／
令
和
六
年
一
月　
　
■
発
行
・
編
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芽
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協
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組
合
・
営
農
部　
　
■
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ジョイライフネットショップショップ名

JA個別宅配ジョイライフネット版限定企画‼
1月1回目～2回目ご注文対象‼

詰合せセット
エーコープマーク品

プレゼントプレゼント
キャンペーン‼

新春

応募方法

注文期間

応募期間

当選発表

期間中、ジョイライフネットショップ１回のご注文で税込5,000円以上お買い上げの方で注文備考欄の
「キャンペーンに応募する」の項目にチェックを入れていただいた方が対象となります。

賞品の発送をもってかえさせていただきます。

令和5年12月11日（月）～令和6年1月14日（日）の注文期間内にお願いいたします。
応募締め切りは注文期間締切日の令和6年1月14日（日）とさせていただきます。

令和５年12月11日（月）　令和6年1月14日（日）

※所属のJAにより取扱いが異なる場合がございます。
※インターネットに接続できる環境が必要です。
※商品は豊富に取り揃えておりますが、品切れとなる場
　合がございます。何卒ご容赦の程、宜しくお願いいた
　します。

【注意事項】

※賞品の発送は2月末頃を予定しております。

※応募要件が満たされているか、納品完了後応募希望者の購入金額をジョイライフ受注センターにて確認させていただきます。

https://www.joylife-net.jp/index.html

で検索ジョイライフネットショップ

PC版

PC版は
URL入力で
アクセス▶

スマホ版は
QR読込で
アクセス▶

組合員様専用サイトにつき必ず会員登録をお願いします。
ご登録申請後、ショップからのご所属JAの認証メールが届いてからご利用いただけます。

なお、ご本人様確認に一週間程度かかる場合がございます。

ネット版からのご注文で期間限定

抽選で20名様にエーコープマーク品詰合せセット
3,000円相当分をプレゼント‼

ここにチェック！

ショッピングカートページのご購入手続きを進む お届け先入力画面ページ下
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